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配合飼料価格の高騰対策

現状・課題

○ 配合飼料価格の高騰

世界的な穀物需要の増加やウクライナ情勢等に伴い、
とうもろこし等の飼料価格が高騰
・ 道内酪農畜産の飼料自給率52％
・ 道産飼料の安定供給体制の確立が課題

国の緊急対策

○ 配合飼料価格高騰緊急対策事業
【令和4年度一般予備費 ４３５億円】

配合飼料価格の高騰による影響を緩和する配合飼料価格
安定制度により補填金を交付
＜拡充内容＞
・制度の異常補填基金に435億円を積み増し
・異常補填金の発動基準の引き下げ
（115%→112.5%)

道の緊急対策

輸入飼料の価格高騰に影響を受けない道産飼料の安定供給を確立
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自給飼料生産利用推進緊急対策事業

1  事業実施主体 畜産クラスター協議会

２ 事業内容

（１） 畜産農家への支援 ・・・ 飼料用米関連機械等
（２)  耕種農家への支援 ・・・ 子実とうもろこし、飼料用米、稲WCS関連機械等

【機械装置の区分】
①飼料播種用機械装置
②飼料収穫・調製用機械装置
③飼料調製用機械装置
④飼料保管装置
⑤飼料収穫・調製用機械・飼料調製用機械装置（子実用）

《 道産飼料の安定供給体制の確立に向けた飼料生産用機械等の導入を支援 》

3 補助率 1/2以内

４ 予算額 １億円

５ 留意事項

既存の国費事業（畜産クラスター事業、畜産生産力・生産体制強化対策事業
等）で対象となる場合や供給先が道外の場合については、本事業の対象にはな
りません。

本事業は、畜産農家が自ら飼料の生産を拡大する取り組みに加え、耕種農家が地域の畜産農家
のために飼料の生産を開始・拡大する取り組みを支援するものです。

< 事業目的＞

＜新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用＞


















